
 

 

 

１，２年生みんな並んでシャボン玉。大事なことは、こどもに考えさせることです。それが学びです♪ 

  

   

ずらっと並んだ１、2 年生。何をしているのかといいますと、「しゃぼん玉」に挑戦しています。１、2 年生合同

の生活科の学習です。みんなしゃぼん玉遊びに熱中しています。大変楽しそうですよね。 

生活科は、低学年にとって大切な学習です。学習指導要領では、生活科の意義を、 

としています。つまり、遊びなどの活動を通して、必要なスキルを身に付け、自立できるように学習するのです。 

生活科には「身近な自然を利用したり、身近にあるものを使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工夫してつく

り、その面白さや自然の不思議さに気付き、みんなで遊びを楽しむことができるようにする。」という内容がありま

す。この学習では、身近にある自然や身近にある物を使って、遊び自体を工夫したり、遊びに使う物を工夫して作っ

たりすることが主な活動となっています。そして、その過程を通して、遊びの面白さや自然の不思議さに気付くとと

もに、みんなで遊びを楽しむことができるようにすることを目指しているのです。（裏面へ） 
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 この授業でいうと、友達とともに、シャボン玉遊びを楽しむことができる。ということが大事！というわけです。

さらに、シャボン玉遊びを工夫したり、友達に工夫したことをわかりやすく教えたりすることができるということも

重要なポイントなのです。さらには、シャボン玉遊びを通して、シャボン玉液や、シャボン玉を作る道具は、身の回

りにあるもので工夫できることを自ら学び取っていくのです。そうやって自立への基礎を養っていくのです。やはり

教科の学習は考え抜いてあるのです。 

そこに、今回１、2 年生のシャボン玉を取り上げた理由があります。一見、ただ遊んでいるような授業にも、教科

としての明確なねらいがあるということを知っておいていただきたかったからです。学習の中で、こどもたちが何を

学ぶべきかをご家庭と学校がしっかり共有しておくと、こどもたちの学びの支援につながるはずです。 

「学びに向かう主体性」という言葉は、とても大切にしたいフレーズです。しかし、「主体性」を育てるからとい

って、こども任せにしてよいものではありません。そこにはまわりの大人の支援、サポートが必要です。 

つまり、私たち本荘小学校の職員は、教育のプロとしてこどもたちにきちんと「資質・能力」を身に付けさせなけ

ればなりませんし、ご家庭でも賞賛の声かけ等、意欲向上のためのご支援等いただけたら幸いと思いまして、今回の

テーマにしております。よろしくお願い致します。（校長） 

 

 

 


